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討議資料料料料

十
月
二
十
五
日
、
長
崎
市
城

山
町
の
建
設
技
能
会
館
で
省
エ

ネ
施
工
技
術
講
習
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
建
設
長
崎
の
組
合

員
と
中
小
建
設
業
協
会
の
会
員

を
中
心
に
二
十
九
名
が
受
講
し

ま
し
た
。

近
年
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る

環
境
の
変
化
で
集
中
豪
雨
や
高

温
化
現
象
が
み
ら
れ
、
大
震
災

を
契
機
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
制

約
に
直
面
し
て
お
り
住
宅
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
は
緊
急
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
規
模
建
築
物
の
省
エ
ネ
基

準
は
九
割
に
達
し
て
い
ま
す
が
、

戸
建
住
宅
は
ま
だ
五
〜
六
割
程

度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

大
工
・
工
務
店
に
よ
る
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
準
に
適
合
し
た
戸
建

住
宅
の
供
給
は
十
分
に
進
ん
で

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

国
は
、
住
宅
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
準
適
合
率
を
平
成
三
十

二
年
度
ま
で
に
百
パ
ー
セ
ン
ト

適
合
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

長
崎
で
は
、
県

ゆ
と
り
あ
る
住
ま

い
づ
く
り
推
進
協

議
会
が
主
催
し
、

県
住
宅
・
建
築
総

合
セ
ン
タ
ー
の
平

野
理
事
の
他
、
中

小
建
設
業
協
会
の

平
出
副
会
長
と
建

築
士
事
務
所
協
会

の
林
田
氏
が
講
師

を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
習
は
午
前
九

時
半
か
ら
行
わ
れ
、
午
前
中
は

テ
キ
ス
ト
基
本
編
を
も
と
に
第

一
章
か
ら
第
五
章
ま
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ

放
映
を
交
え
な
が
ら
行
い
ま
し

た
。午

後
か
ら
は
、
テ
キ
ス
ト
施

工
編
の
第
六
章
か
ら
第
九
章
ま

で
を
行
い
、
断
熱
材
を
使
っ
た

木
造
住
宅
の
模
型
を
使
っ
て
の

説
明
と
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

最
後
は
修
了
考
査
問
題
を
受
け

て
、
午
後
五
時
に
終
了
し
ま
し

た
。講

習
会
は
全
国
四
十
七
都
道

府
県
で
開
催
さ
れ
、
受
講
対
象

者
は
地
域
の
木
造
住
宅
生
産
を

担
う
大
工
技
能
者
や
断
熱
施
工

技
術
者
、
設
計
者
を
対
象
と
し

て
お
り
、
全
国
で
二
十
万
人
、

長
崎
県
で
二
〇
〇
〇
名
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

（
田
上
）

組
織
増
勢
の
力
で
建
設
国
保
を
守
り

賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
を
勝
ち
取
り
、魅
力
あ
る
建
設
産
業
に
し
よ
う

全
建
総
連
第
五
十
五
回
定
期

大
会
が
、「
組
織
増
勢
の
力
で

建
設
国
保
を
守
り
、
賃
金
・
単

価
引
き
上
げ
を
勝
ち
取
り
、
魅

力
あ
る
建
設
産
業
に
し
よ
う
」

を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

て
十
月
十
五
日
〜
十
七
日
、
青

森
県
「
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
青
森
」
で
開
催
。
全
国

五
十
三
県
連
・
組
合
よ
り
一
四

二
七
人
の
仲
間
が
結
集
し
ま
し

た
。一

日
目
、
主
催
者
を
代
表
し

て
三
浦
中
央
執
行
委
員
長
が
挨

拶
、
続
い
て
青
森
県
連
を
代
表

し
て
山
口
金
一
会
長
が
歓
迎
の

挨
拶
を
し
ま
し
た
。

来
賓
に
は
、
青
森
県
知
事
、

青
森
市
長
を
は
じ
め
各
政
党
の

国
会
議
員
が
出
席
。
そ
れ
ぞ
れ

よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
、
第
五
十
四
年

度
の
経
過
報
告
・
財
政
決
算
報

告
・
会
計
監
査
報
告
、
第
五
十

五
年
度
運
動
方
針
案
・
予
算
案

の
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
社
会
保
障
、
組

織
、
賃
金
、
労
働
対
策
な
ど
十

の
分
科
会
に
分
か
れ
て
議
案
が

討
議
さ
れ
ま
し
た
。
建
設
長
崎

か
ら
参
加
の
代
議
員
九
名
、
一

般
参
加
五
名
も
分
散
し
参
加
し

ま
し
た
。

三
日
目
は
、
各
分
科
会
の
議

長
報
告
の
後
、
補
足
と
し
て
各

県
連
か
ら
活
発
な
意
見
、
質
問
、

報
告
を
受
け
、
五
十
五
年
度
の

運
動
方
針
案
・
財
政
予
算
案
が

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
挨
拶
で
は
、
再
任
さ

れ
た
三
浦
中
央
執
行
委
員
長
よ

り
「
建
設
国
保
を
は
じ
め
と
す

る
予
算
確
保
、
賃
金
、
労
働
環

境
等
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
若

い
人
た
ち
が
安
心
し
て
入
職
し

働
け
る
環
境
を
作
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

建
設
長
崎
か
ら
は
北
村
執
行

委
員
長
が
、
中
央
執
行
委
員
に

新
し
く
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
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労働災害の撲滅をはかり
健康で安心して働ける
職場づくりに邁進しよう

省省
エエ
ネネ
住住
宅宅
・・
エエ
ココ
リリ
フフ
ォォ
ーー
ムム
促促
進進

施施
工工
技技
術術
講講
習習
会会
開開
催催

仲間を増やす
運動にご協力を‼
11月末迄が前期拡大行動期間です

2015年統一地方自治体選挙（第1次推せん）
組
合
は
九
月
二
十
四
日
に
開
催
し
た
第

二
回
本
部
執
行
委
員
会
で
来
春
の
統
一

地
方
選
に
県
都
長
崎
市
選
挙
区
、
県
議

候
補
に
坂
本
浩
氏
を
推
せ
ん
決
定
し
ま

し
た
。

建
設
長
崎
推
薦
立
候
補
予
定
者

県
議
会
議
員
（
長
崎
選
挙
区
）

坂
本

浩
氏
（
55
歳
）

（
さ
か
も
と
ひ
ろ
し
）

社民党公認 新人

前期拡大目標達成支部（11／5現在）

皆さんの日頃の
つながりを活かして
未加入者をご紹介下さい。

佐世保中央支部（目標11名）
佐世保東支部（目標12名）
東 長 崎 支 部（目標10名）
島 原 支 部（目標10名）

全
国
か
ら
一
四
二
七
名
の
仲
間
が
集
結

全建総連第55回大会開催
中央執行委員に北村委員長選出

前期拡大
目標154名

11

平平成成2266年年度度 国国土土交交通通省省補補助助事事業業
「「住住宅宅建建築築技技術術高高度度化化・・展展開開推推進進事事業業」」

青森
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日帰り旅行
本部主婦会

崎 戸 町
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長崎県産業安全衛生大会開催
10・21とぎつカナリーホールに370名集う！

―
労
災
事
故
ゼ
ロ
を
目
標
に
―

―
素
晴
ら
し
い
景
色
を
見
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
―

十
月
二
十
一
日

㈫
午
後
一
時
か
ら
、

と
ぎ
つ
カ
ナ
リ
ー

ホ
ー
ル
に
お
い
て

長
崎
県
産
業
安
全

大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
安
全
大
会

は
、
長
崎
県
労
働

災
害
防
止
団
体
連

絡
協
議
会
の
主
催

で
、
長
崎
労
働
局

が
後
援
と
な
っ
て

毎
年
開
催
さ
れ
て

お
り
建
設
長
崎
か

ら
も
代
表
者
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

職
場
の
安
全
を

保
つ
た
め
に
長
崎

労
働
局
が
「
第
一

二
次
労
働
災
害
防

止
計
画
」
で
の
全

職
種
、
労
働
災
害
防
止
を
目
標

に
推
進
し
て
い
る
期
間
の
安
全

大
会
で
、
当
日
は
県
下
各
地
よ

り
三
七
〇
名
の
参
加
で
昨
年
よ

り
も
若
干
少
な
く
は
な
り
ま
し

た
が
、
各
種
表
彰
や
労
働
局
労

働
基
準
部
健
康
安
全
課
池
田
課

長
の
講
演
と
特
別
講
演
で
大
分

観
光
特
使
の
矢
野
大
和
氏
の

「
明
る
い
職
場
は
笑
顔
か
ら
」

と
題
し
て
の
講
演
も
行
い
ま
し

た
。特

別
講
演
の
矢
野
氏
は
話
も

テ
ン
ポ
が
あ
り
舞
台
を
歩
き
、

動
き
を
持
た
せ
て
観
客
を
飽
き

さ
せ
な
い
で
居
眠
り
を
す
る
人

も
例
年
よ
り
少
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

参
加
者
は
こ
の
日
を
契
機
に

各
事
業
所
で
安
全
に
対
す
る
姿

勢
を
正
し
労
災
事
故
の
撲
滅
に

邁
進
す
る
事
を
お
互
い
確
か
め

合
っ
て
閉
会
致
し
ま
し
た
。

（
石
田
）

十
月
二
十

三
日
㈭
爽
や

か
な
秋
晴
れ

の
下
、
建
設

長
崎
本
部
主

婦
会
日
帰
り

旅
行
会
が
、

西
海
市
崎
戸

町
の
「
ホ
テ

ル
咲
都
」
で

開
催
さ
れ
、

県
下
十
五
支

部
よ
り
一
〇

三
名
の
主
婦

会
の
皆
さ
ん

が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

金
子
副
会
長
の
開
会
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
馬
場
会
長
、
北
村

執
行
委
員
長
よ
り
あ
い
さ
つ
を

受
け
、
渡
邉
副
会
長
の
乾
杯
の

音
頭
で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。小

島
の
山
の
上
に
あ
る
ホ
テ

ル
か
ら
見
え
る
五
島
灘
は
雄
大

で
素
晴
ら
し
い
景
色
を
楽
し
み

な
が
ら
、
恒
例
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン

ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
と
大
い
に

盛
り
上
が
り
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
全
員
で
「
河
内
お

と
こ
節
」
を
踊
り
、
金
子
副
会

長
の
閉
会
の
挨
拶
で
日
帰
り
旅

行
を
終
了
し
ま
し
た
。

ととととととぎぎぎぎぎぎつつつつつつカカカカカカナナナナナナリリリリリリーーーーーーホホホホホホーーーーーールルルルルル
10
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2014年5月1日

設 備

和風天然温泉、岩盤浴、バリ風天然温泉

大浴場、ジャグジー、打たせ湯、サウナ、寝湯、
休憩室

大浴場、露天風呂、サウナ、岩盤浴

大浴場、露天風呂

大浴場、ジェットバス、打たせ湯、ジャグジーシャ
ワー、ミストサウナ

寝湯、ジェットバス、サウナ、水風呂、露天風呂、
タル湯

癒湯（露天風呂）、内湯、釜風呂、壺風呂、檜風
呂、露天足湯、樽風呂、炭のうたせ湯、寝湯

露天風呂、薬湯風呂、サウナ

サウナ、冷水風呂、壺湯、ジェットバス、寝湯、
塩サウナ、家族風呂、シェイプアップバス

内風呂、露天風呂、食事処、仮眠室、マッサージ
室

露天風呂、大浴場、休憩場、レストラン、宴会場

大浴場、露天風呂、ジェット泡風呂、休憩場、レ
ストラン

うずしお温泉美人の湯、露天風呂、貸切家族風呂

露天風呂、展望風呂、タル風呂、水風呂、サウナ、
薬草風呂、海草風呂、ジャグジー風呂
展望露天風呂、電気風呂、ジャグジーエステ風呂、
座り湯、サウナ、岩盤浴（別料金）、家族風呂（別
料金）

（※1）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額（大人400円、小人200円、幼児150円）となり、補助券の使用は出来ません。
（※2）「雲仙スパハウス」、「万松楼」について、温泉事業は現在休止中、再開未定となっております。

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表
所在地
電話番号

長崎市曙町39‐38
095‐862‐5555

長崎市野母町692‐1
095‐893‐1133

長崎市岩見町451‐23
095‐833‐1126

西彼杵郡長与町岡郷2762‐1
095‐887‐4126

西彼杵郡長与町高田郷284
095‐856‐2631

西彼杵郡長与町高田郷2289‐2
095‐856‐2617

長崎市伊王島町1丁目3277‐7
095‐898‐2202

諫早市本野7‐1
0957‐25‐8822

大村市森園町663‐3
0957‐50‐1126

大村市田下町17‐3
0957‐47‐8245

雲仙市小浜町雲仙500‐1
0957‐73‐3273

雲仙市小浜町南本町10
0957‐74‐3141

佐世保市崎岡町853‐12
0956‐39‐4800

平戸市川内町55
0950‐23‐2111

平戸市田平町野田免210‐6
0950‐57‐1110

利用者負担
（自己負担）
480円
350円
100円
200円
500円
400円
1，250円
780円
0円
250円
300円
150円
300円
350円
350円
360円
400円
350円
250円
300円
200円
300円
300円
200円
360円
330円
120円

240円

24円

270円

108円
500円
400円
250円
300円
300円
400円
300円

補助券の額
（温泉券利用）
▲300
－
▲300
－
▲300
－
▲300
－
－
▲300
－
－
▲300
－
▲300
－
▲300
－
▲300
－
－
▲300
－
－
▲300
－
▲300

▲300

▲300

－

－
▲300
－
－
▲300
－
▲300
－

割引後の料金
（メンバーズカード）
780円
350円
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
600円
－
650円
－
－
－
550円
－
－
600円
－
－
－
－
－

－

－

－

－
－
－
－
600円
300円
700円
－

規定料金

850円
400円
400円
200円
800円
400円
1，550円
780円
0円
550円
300円
150円
750円
350円
750円
360円
700円
350円
650円
300円
200円
700円
300円
200円
660円
330円
420円

540円

324円

270円

108円
800円
400円
250円
800円
400円
900円
300円

利用区分

大人（中学生以上）
小人（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（4歳以上）
大人（中学生以上）
小人（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（5歳以上）
幼児（5歳未満）
大人（中学生以上）
小人（小学生）
幼児（6歳以下）
大人（中学生以上）
小人（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（小学生）
大人（中学生以上）
小人（4歳以上）
大人（中学生以上）
小人（小学生）
幼児（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（小学生）
幼児（4歳以上）
大人（中学生以上）
小人（4歳以上）
［外湯］大人
（中学生以上）
大人（高校生以上）
［7：30～16：30］
大人（高校生以上）
［16：30～22：00］
小人（2歳以上）
［7：30～16：30］
小人（2歳以上）
［16：30～22：00］
大人（中学生以上）
小人（小学生）
幼児（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（小学生）
大人（中学生以上）
小人（小学生）

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ
海の健康村
陽の岬温泉

ふくの湯

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

やすらぎ伊王島

天然いさはや温泉
“和スパ”

サンスパおおむら
ゆの華

龍神温泉
かやぜの湯

青雲荘

望洋荘

ザ・パラダイス
ガーデンサセボ
（※1）

千里ヶ浜温泉
ホテル蘭風

平戸たびら温泉
サムソンホテル

長

崎

・

西

彼

地

区

県

央

地

区

県

北

地

区
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平
成
27
年
1
月
よ
り

◆
高
額
療
養
費
の

負
担
限
度
額
が

変
わ
り
ま
す

◆
限
度
額
認
定
証

を
お
持
ち
の
方

へ

◆
高
額
申
請
に
は

所
得
証
明
書
が

必
要
で
す

会 場
建設技能会館（組合本部）

時 間
9時～12時

実 施 日
平成26年12月7日㈰

長長長長長長長長長長長長長長長
建建建建建建建建建建建建建建建
国国国国国国国国国国国国国国国
保保保保保保保保保保保保保保保
だだだだだだだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりりりりりり

七
〇
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て

は
、
病
院
等
や
薬
局
の
窓
口
で

支
払
っ
た
額
（
入
院
時
の
食
費

費
用
や
差
額
ベ
ッ
ド
代
等
を
除

く
）
が
、
一
カ
月
（
月
の
初
め

か
ら
終
わ
り
ま
で
）
で
一
定
額

（
自
己
負
担
限
度
額
）
を
超
え

た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
金
額

を
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
し

て
い
ま
す
。
そ
の
高
額
療
養
費

の
基
準
と
な
る
自
己
負
担
限
度

額
の
判
定
に
つ
い
て
は
、
世
帯

全
員
の
所
得
金
額
に
応
じ
て

「
上
位
所
得
者
」、「
一
般
所
得

者
」、「
低
所
得
者
」
の
三
区
分

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
の
「
上
位
所
得
者
」
並

び
に
「
一
般
所
得
者
」
に
つ
い

て
は
更
に
二
分
割
さ
れ
、
全
体

で
五
区
分
に
見
直
さ
れ
平
成
二

十
七
年
一
月
一
日
（
一
月
診
療

分
）
よ
り
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。（
別
表
参
照
）

今
回
の
自
己
負
担
限
度
額
の

見
直
し
で
は
、「
一
般
所
得
者
」

で
所
得
金
額
二
一
〇
万
円
以
下

で
あ
れ
ば
現
行
八
〇
、
一
〇
〇

円
が
五
七
、
六
〇
〇
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
が
、「
上
位
所

得
者
」
で
は
現
行
一
五
〇
、
〇

〇
〇
円
が
一
六
七
、
四
〇
〇
円

以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
一
月
か
ら
実

施
さ
れ
る
今
回
の
所
得
区
分
の

見
直
し
（
三
区
分
↓
五
区
分
）

に
伴
い
、
現
在
交
付
中
の
限
度

額
認
定
証
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
迄

は
使
用
で
き
ま
す
が
、
平
成
二

十
七
年
一
月
一
日
以
降
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

つ
き
ま
し
て
は
、
す
で
に
限

度
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
、

並
び
に
本
年
十
二
月
末
日
ま
で

の
期
間
中
に
入
院
等
の
治
療
に

伴
い
年
内
に
限
度
額
認
定
証
の

交
付
を
受
け
る
予
定
の
方
で
、

来
年
一
月
以
降
も
引
き
続
き
限

度
額
認
定
証
が
必
要
な
方
に
は
、

所
得
区
分
を
再
判
定
の
上
、
新

し
い
所
得
区
分
を
記
載
し
た
限

度
額
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
の

で
お
早
目
に
組
合
へ
ご
連
絡
下

さ
い
。

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限

度
額
の
判
定
に
は
長
建
国
保
に

加
入
す
る
組
合
員
と
家
族
被
保

険
者
全
員
の
所
得
証
明
書
が
必

要
で
す
。
入
院
等
で
医
療
費
が

高
額
に
な
る
際
は
、
病
院
窓
口

で
支
払
う
医
療
費
（
保
険
適
用

分
の
み
）
が
自
己
負
担
限
度
額

で
済
む
た
め
の
限
度
額
認
定
証

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
市
町
役

場
よ
り
所
得
証
明
書
（
市
町
村

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
課
税

所
得
証
明
書
）
の
交
付
を
受
け

て
組
合
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
費
用
を
助
成

平
成
二
十
一
年
に
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
た
頃
と

比
べ
て
、
今
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
患
者
さ
ん
は
全
国
的

に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
一
度
流
行
が
お
さ
ま
っ
て

も
再
流
行
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

決
し
て
安
心
は
出
来
ま
せ
ん
。

長
建
国
保
で
は
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者（
組
合
員
、家
族
）

全
員
を
対
象
に
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

係
る
費
用
の
補
助
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

○
申
請
に
つ
い
て

《
補
助
の
対
象
者
》

長
建
国
保
加
入
の
被
保
険
者

組
合
員
及
び
家
族

《
補
助
の
対
象
》

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及

び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
（
以
下
予
防
接
種

と
い
う
。）
に
係
る
自
己
負
担

の
費
用
が
一
回
に
つ
き
一
、
五

〇
〇
円
を
超
え
た
場
合
、
一
、

五
〇
〇
円
を
超
え
た
額
を
補
助

い
た
し
ま
す
。

《
補
助
の
申
請
》

当
該
組
合
員
が
所
属
す
る
長

崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合
の
支

部
窓
口
で
被
保
険
者
証
を
提
示

し
、
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）

に
予
防
接
種
の
領
収
書
等
を
添

え
申
請
し
て
下
さ
い
。

《
申
請
の
期
間
》

補
助
の
申
請
は
予
防
接
種
を

受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日

か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
接
種

後
早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

（
例
）
一
月
十
日
に
予
防
接
種

を
し
た
場
合
は
、
七
月
三
十
一

日
迄
に
申
請
が
必
要
で
す
。

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

①
被
保
険
者
証
②
予
防
接
種

の
費
用
と
分
か
る
領
収
書
及
び

明
細
書
等
③
印
鑑

《
補
助
の
交
付
》

補
助
金
の
交
付
は
、
申
請
に

問
題
が
な
け
れ
ば
受
付
時
に
支

部
窓
口
で
交
付
い
た
し
ま
す
。

（
申
請
時
に
交
付
）

《
助
成
対
象
期
間
》

今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
の
助
成
対
象
期
間

は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

一
日
迄
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
※
こ
の
期
間
の
う
ち
、
実
際

に
ワ
ク
チ
ン
を
う
て
る
日
は
市

町
村
や
医
療
機
関
毎
に
異
な
る

事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま

い
の
市
町
村
窓
口
や
接
種
を
予

定
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

予
防
の
為
、
ま
た
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
の
重
症
化
を
防
ぐ
為

に
も
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
！

平成26年度巡回健診実施のお知らせ
まだ特定健診を受けられていない方は、是非巡回健診を活用し
ましょう。

■受診申込方法
受診ご希望の方は、所定の「巡回健康診断申込書」にご記入の
上、各会場の申込期限（下記参照）までに所属支部、もしくは長
建国保までお申込下さい。お申込はFAX（095‐862‐6246）、及び
郵送（〒852‐8021長崎市城山町29－26長建国保宛）でも受け付
けています。

■受診に必要なもの
受診当日には下記のものを健診受付窓口へお持ち下さい。
特定健康診査受診券（無料で受診できます）、保険証、質問
票（記入してお持ち下さい）
実費（選択検査項目申込者のみ）、その他検査に必要なもの
（検査用容器など）

■巡回健診の検査項目
「基本検査項目」の他、希望者は「選択検査項目」も受診する
ことができます。
《基本検査項目》（受診者全員：自己負担なし）
身体測定、血圧測定、医師問診、肝機能検査、尿検査、血液
検査、脂質検査、血糖検査、痛風検査、胸部レントゲン検査、
貧血検査、心電図検査、視力・聴力
《選択検査項目》（希望者のみ：全額自己負担）
前立腺がん検査……2，000円
胃がん検査（ペプシノーゲン）……2，500円
大腸がん検査……1，300円
肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型）……3，300円
子宮頸がん検査（自己採取法）……2，500円
喀痰細胞診（肺がん三日間蓄痰）……3，500円

■平成26年度巡回健診実施予定会場（下記会場の中からお選び下さい。）

※申込数が規定数に届かなかった会場は、やむを得ず中止する場
合がありますのでご了承下さい。
※詳しくは5月にお送りしました受診券に同封しておりますパン
フレットをご参照下さい。

（例1）インフルエンザの予防接種を1回接種し、4，000円の接種費用
を支払った場合。

4,000円（接種費用）－1,500円（控除額）＝2,500円（補助額）

（例2）インフルエンザの予防接種を1回接種し、1，000円の接種費用
を支払った場合。

1,000円（接種費用）－1,500円（控除額）＝－500円⇒0円（補助額）

※自治体の助成（小児及び高齢者等）により予防接種の窓口負担（支払
額）が1，500円未満であった場合は、補助事業の対象となりませんの
でご注意下さい。

【別表】平成27年1月実施 70歳未満の高額療養費自己負担限度額の見直し内容
平成27年1月以降

自己負担限度額

252，600円＋
（総医療費－842，000円）×1％
《多数該当 140，100円》

167，400円＋
（総医療費－558，000円）×1％
《多数該当 93，000円》

80，100円＋
（総医療費－267，000円）×1％
《多数該当 44，400円》

57，600円
《多数該当 44，400円》

35，400円
《多数該当 24，600円》

※《 》の多数該当とは1年以内で4回目以降に該当する際の自己負担限度額です。

所得金額

901万円超

600万円
～901万円以下

210万円
～600万円以下

210万円以下

住民税非課税

平成26年12月以前
自己負担限度額

150，000円＋
（総医療費－500，000円）×1％
《多数該当 83，400円》

80，100円＋
（総医療費－267，000円）×1％
《多数該当 44，400円》

35，400円
《多数該当 24，600円》

所得金額

600万円超

600万円以下

住民税非課税

所得区分

上位所得者

一般所得者

低所得者

補助例

毎月1回15日発行 2014年（平成26年）11月15日発行建 設 長 崎第593号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�
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諫
早
支
部

北
松
支
部

鹿
町
分
会

ゴ
ジ
ラ
で
お
出
迎
え

よ
ら
ん
ね
祭
り
住
宅
デ
ー

十
月
二
十
六
日
㈰
、
諫
早
支

部
で
は
森
山
よ
ら
ん
ね
祭
り
に

協
賛
し
、
二
十
六
名
の
参
加
で

森
山
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
に
お
い

て
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
も
準
備
の
際
に
は
お
約
束

の
雨
に
見
舞
わ
れ
足
場
の
悪
い

中
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
が
、
昼
前
に
は
天
気
も
回
復

し
、
暑
い
中
で
包
丁
研
ぎ
に
勤

し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
は
一
昨
年
引
退
し
た
案
山

子
君
の
後
継
者
と
し
て
杉
の
枝

で
作
ら
れ
た
ゴ
ジ
ラ
が
来
客
者

を
お
出
迎
え
。
建
設
長
崎
の

ブ
ー
ス
の
み
な
ら
ず
前
を
通
り

が
か
っ
た
皆
さ
ん
も
足
を
止
め

て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

毎
度
の
こ
と
で
す
が
主
婦
会

の
皆
さ
ん
に
も
多
数
参
加
を
頂

き
な
が
ら
賃
金
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配

布
や
昼
食
の
準
備
、
受
付
な
ど

に
ご
協
力
を
頂
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
大
賀
）

（
参
加
者
）

髙
谷

義
信

樋
口

義
雄

上
町

三
男

佐
藤

繁
幸

山
崎

貞
博

辻

啓
人

田
崎

義
光

村
上

昌
也

苑
田

哲
男

中
村

大
司

石
丸

久

後
田

博
幸

木
下

忠
明

前
田

稔

山
口

吉
信

上
町

和
子

石
丸

順
子

髙
谷
テ
ル
子

田
崎
多
美
子

苑
田

栄
子

中
村

久
子

酒
井

智
子

前
田
き
み
え

北
村
委
員
長

田
中
副
委
員
長

田
上
書
記
長

包
丁
研
ぎ
三
一
九
本

賑
か
文
化
祭

鹿
町
分
会
で
は
、
十
月
二
十

六
日
㈰
に
、
鹿
町
文
化
会
館
に

て
住
宅
デ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

会
場
は
朝
か
ら
突
然
の
雨
に

驚
き
ま
し
た
が
、
昼

か
ら
は
好
天
に
恵
ま

れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
、
会
館
内
で
は
中

学
校
の
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、

に
ぎ
や
か
な
文
化
祭

と
な
り
ま
し
た
。

今
年
で
八
回
目
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、

朝
か
ら
受
付
は
大
混

雑
し
、
主
婦
会
の
方

と
高
校
生
の
お
手
伝

い
が
、
常
連
の
方
を

含
め
、
一
〇
三
名
の
方
の
対
応

に
あ
た
ふ
た
と
、
午
前
中
は
休

む
間
も
な
く
、
汗
だ
く
に
な
り

な
が
ら
、
組
合
員
さ
ん
た
ち
は
、

一
生
懸
命
に
研
い
で
い
ま
し
た
。

今
回
も
、
鎌
や
鉈
は
お
断
り
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
包
丁
だ

け
で
研
い
だ
数
は
、
三
一
九
本

と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
商
工
会
の
青
年
部
と

と
も
に
、
会
場
の
片
づ
け
を
手

伝
い
、
組
合
員

の
作
業
場
で
打

ち
上
げ
を
行
い

ま
し
た
。
一
日

お
疲
れ
様
で
し

た
。
（
渕
上
）

第
四
回

世
界
遺
産
巡
り
〜
関
東
方
面
〜

去
る
九
月
二
十
七
日
か
ら
三

十
日
の
二
泊
三
日
で
、
壮
年
部

と
青
年
部
合
同
に
よ
る
関
東
方

面
へ
の
第
四

回
世
界
遺
産

巡
り
研
修
旅

行
を
実
施
し

ま
し
た
。
今

回
は
、里
支

部
長
、青
年

部
担
当
の
岩

永
副
支
部
長
、

専
従
の
江
頭

さ
ん
も
参
加
。

総
勢
十
七
名

の
研
修
旅
行
。

初
日
、
六

時
出
発
、
十
時
前
に
は
羽
田
空

港
に
到
着
。
ガ
イ
ド
さ
ん
に
も

恵
ま
れ
、
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
で

富
士
山
を
周
遊
。
途
中
「
白
糸

の
滝
」、「
本
栖
湖
」
も
見
学
し
、

最
高
の
景
色
を
堪
能
。
特
に
本

栖
湖
か
ら
見
た
富
士
山
は
絶
景

で
、
さ
す
が
日
本
一
の
お
山
で

し
た
！
夜
は
石
和
温
泉
「
ホ
テ

ル
石
風
」で
美
味
な
料
理
と
良

い
お
酒
で
、
楽
し
い
宴
と
な
り

ま
し
た
。

二
日
目
は
「
日
光
東
照
宮
」

へ
。
お
昼
頃
日
光
に
到
着
、
食

事
を
終
え
、
い
ざ
東
照
宮
へ
。

「
輪
王
寺
」
は
平
成
の
大
修
理

（
塗
装
塗
り
替
え
と
害
虫
駆
除

で
、
平
成
三
十
三
年
迄
。）
で

外
観
が
防
護
壁
に
覆
わ
れ
見
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

「
陽
明
門
」
で
は
国
宝
級
の
木

彫
り
装
飾
な
ど
に
見
と
れ
て

（
ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
の
ガ
イ
ド
さ

ん
が
良
か
っ
た（
笑
））、あ
っ
と

い
う
間
に
参
拝
が
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
古
の
職
人
技
を

感
じ
る
こ
と
が
出
来
、
素
晴
ら

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
華
厳

の
滝
」、「
中
禅
寺
湖
」
を
見
学

し
、「
い
ろ
は
坂
」
を
通
り
、

鬼
怒
川
温
泉
「
ホ
テ
ル
御
苑
」

へ
。
夜
の
宴
会
で
は
全
員
が
一

曲
ず
つ
披
露
し
（
里
支
部
長
は

ノ
リ
ノ
リ
で
三
曲
♪
）、
二
次

会
、
三
次
会
と
、
二
日
目
の
夜

も
更
け
て
い
き
ま
し
た
。

最
終
日
は
栃
木
県
か
ら
東
京

へ
移
動
。
ま
ず
浅
草
の「
浅
草

寺
」を
参
拝
。
仲
見
世
界
隈
を

散
策
し
、「
雷
門
」で
記
念
撮
影
。

そ
の
後
は「
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
」へ
向
か
い
、三
五
〇
メ
ー

ト
ル
、四
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
展

望
デ
ッ
キ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
景
色

を
堪
能
。

今
回
の
研
修
旅
行
は
天
候
に

恵
ま
れ
、
日
本
一
の
自
然
、
古

の
職
人
技
、
最
先
端
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
一
気
に
感
じ
る
こ
と

が
出
来
、
素
晴
ら
し
い
研
修
旅

行
と
な
り
ま
し
た
。
次
回
の
研

修
旅
行
を
楽
し
み
に
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張って
い
き
ま
す
。

（
東
長
崎
支
部

川
良
政
満
）

全国に公契約条例を広めよう
「公契約条例セミナー」が10月4～5日、尼崎市に於
いて開催され、全国で初めて「公契約条例」を成立さ
せた千葉県根本崇・野田市長の講演（要旨）
野田市での条例制定（2009年9月）の背景について、
不況が続き、公共工事の現場は過当競争、安値受注、
賃金低下で低価格落札が繰り返され、公共サービスの
質の低下を招いた。連合・全建総連などによる公契約
法制定の運動があり、国が制定に動かないなら、地方
から条例を作り国を動かそうと思った。
条例制定後は業務委託における適用範囲の拡大と職

種別賃金の導入、受託業者が変更したとき、従来業務
に従事していた労働者が職を失った場合など、受注業
者に雇用継続などで対応する条例改正を重ねてきた。
一人親方についても当初は対象としておらず、資
材・機械などを持ち込まず労働力のみを提供する人を
対象としてきた（10年に一部改正）。
また最近の動きとして（オリンピックや震災のた
め）建設労働者が不足し、外国人労働者の受け入れや
最低賃金の引き上げと生活保護基準の引き下げなどが
ある。奈良県の公契約条例（基本条例）第16条で、特
定受注者が特定労働者に支払った賃金の額など、虚偽
の報告をしたときに、法令などの順守（5万円以下の
過料）を規定したことを評価する。公契約条例は最低
賃金をクリアすればよいということでは官製ワーキン
グプアの解消にはならない。市の条例もディーセント
ワーク（働きがいのある人間らしい労働）までいかな
くても、同一労働・同一賃金に向って努力するべきだ。
最後に、根本市長は公契約条例の前文、「地方公共
団体の締結する契約が豊かで安心して暮らすことので
きる地域社会の実現に寄与することができるように。
公契約に係る業務の質の確保及び公契約の社会的価値
の向上を図る」を紹介し、「公契約法制定に向けて、全
国の自治体条例で包囲網をつくりたい」と呼びかけた。

（
参
加
者
）

近
藤

生
喜

萩
原

正
清

松
田

直

川
久
保

豊

中
野

芳
行

湯
村

保

筒
井

健
二

前
田

修
一

田
中

誠
次

川
尻

誠

田
中

祐
二

須
藤

輝
久

近
藤

力
也

野
中

毅

坂
中

善
男

和
田

茂
史

湯
村
ま
ゆ
み

渕
上
佐
和
子

秋
晴
れ
の
な
か

奉奉
仕仕
活活
動動

十
月
十
九
日
㈰
に
浦
上
西
支

部
は
住
宅
デ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

例
年
城
栄
商
店
街
夏
祭
り
に
協

賛
し
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
天
候
等
の
都
合
で
、
場

所
、
日
時
が
変
わ
り
組
合
本
部

駐
車
場
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
作
業
す
る
の
に
は
暑
く
な

く
準
備
・
片
づ
け
等
も
ス
ム
ー

ズ
に
出
来
、
私
的
に
は
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
場
所
等
が
変
わ
っ
た

の
で
、
包
丁
は
一
〇
七
本
と
若

干
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
例
年

参
加
頂
く
組
合
員
さ
ん
の
お
か

げ
で
無
事
終
え
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

住
宅
相
談
の
準
備
も
し
て
ま

し
た
が
、
そ
ち
ら
の
方
は
イ
マ

イ
チ
で
し
た
が
、
今
回
良
か
っ

た
事
、
悪
か
っ
た
事
を
再
検
討

し
て
、
来
年
は
少
し
で
も
組
合

員
さ
ん
の
仕
事
に
繋
が
り
、
そ

し
て
建
設
長
崎
の
ア
ピ
ー
ル
に

な
れ
た
ら
と
思
っ
て
ま
す
。
何

よ
り
、
秋
の
忙
し
い
時
に
頑

張
っ
て
も
ら
っ
た
組
合
員
・
主

婦
会
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
村
岡
広
明
）

（
参
加
者
）

村
岡

広
明

平
出

壽
夫

井
上

義
満

木
下

広
次

山
形

信

前
田

三
男

古
川

勝

河
上

茂

前
川

友
一

小
峰

秊
夫

山
下

健
二

平

和
也

岩
田

輝
雄

宮
崎

二
郎

山
形
マ
ス
子

栗
原
由
里
子

松
川
波
留
子

有
川
ヤ
ツ
子

松
崎
サ
エ
子

北
村
委
員
長

田
中
副
委
員
長

田
上
書
記
長

石
田
書
記
次
長

浦
上
西
支
部

東
長
崎
支
部

壮
青
年
部

▲ゴジラの力作をバックに全員集合

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第593号 4�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2014年（平成26年）11月15日発行


